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要　　　　　旨

〔目的・方法〕健康日本₂₁（第 ₂次）では，「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が ₁日 ₂回以上の
日がほぼ毎日の者の割合の増加」を目標として掲げている。本目標のデータソースは「食育の現状と
意識に関する調査（以下，食育調査）」というアンケート調査である。今回，非栄養系 A大学の学生
を対象に習慣的料理等摂取状況調査（以下，本調査）を実施し，目標達成者の割合に乖離が見られた
ので報告する。〔結果・考察〕意味のある性差は認められなかったため，男女を合わせて検討を行っ
た。₂₀～₂₉歳の食育調査結果では，殆ど毎日から殆ど ₀に向かって₄₀％，₂₆％，₂₂％，₁₂％，本調査
は ₈％，₁₇％，₃₂％，₄₆％と逆転していた。目標となっている殆ど毎日の者の割合は，食育調査₄₀％
対本調査 ₈％と ₅倍の開きがあった。アンケートにおける習慣に対する考え方を緩めて，殆ど毎日と
₅～ ₄日を加えても，₆₆％対₂₅％と₂.₆倍の開きがある。食育調査は₂₀～₂₉歳，本調査は大学生限定
という差も考えられるが，アンケートで問題となる「大人の付き合い」現象が起こっているのでは無
いかと考えた。国の目標値は₂₀₂₂年までに₈₀％の達成であるが，併せて食事調査ベースの実態調査を
行う必要性が示唆された。

キーワード　健康日本₂₁（第 ₂次），食事バランスガイド，栄養バランスが良いものの割合，青年男女

1.　は　じ　め　に

　健康日本₂₁（第 ₂次）では，「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が ₁日 ₂回以上の日が
ほぼ毎日の者の割合の増加（以下，栄養バランスが良いものの割合）」を目標₁）として掲げて
いる。本目標のデータソースは「食育の現状と意識に関する調査（以下，食育調査）」₂, ₃）内
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閣府食育推進室が平成₁₈年₁₁～₁₂月（報告書は平成₁₉年 ₅ 月）の実施が始まり，平成₂₈年か
らは農水省消費・安全局が実施している。なお，「栄養バランスが良いものの割合」に関する
設問は平成₂₁年から開始され，平成₂₅年を除いて報告されている。
　今回，非栄養系 A大学の学生を対象に習慣的料理等摂取状況調査を実施し，「栄養バラン
スが良いものの割合」を達成している者の割合を求めた。また，朝昼夕の食事区分毎にも同
様の解析を行った。
　「栄養バランスが良いものの割合」を求める方法は，国ではアンケート方式であり，我々の
方法は食事摂取量調査結果からの算出である。この結果が一致すれば，調査方法としてどち
らを用いても問題は無いが，大きな乖離が見られたので報告する。

2.　方　　　　　法

1）　対象及び調査内容

　₂₀₁₇～₂₀₁₈年に A大学（商学部，人文学部，法学部，経済科学部，人間環境学部等）の非
栄養系大学生を対象に授業において食事バランスガイド₄）（以下，食事BG）の講義を行った。
その後に食事BGの概念を用いた食事調査を土日を含む ₄日間実施し，料理区分別に摂取サー
ビング（以下，SV）数を求めさせ，レポートとして提出させた。

2）　過不足率の算出方法

　食事 BGには性，年齢，身体活動レベル別に ₁日単位での摂取の目安が示されていること
から，料理区分別摂取目安に対する過不足率を求めた。
　なお，身体活動レベルについては，食事調査と同時に実施した ₄日間の歩行数の平均値が
₇₀₀₀歩以上を普通，未満を低いとした。

3）　栄養バランスが良いものの割合の求め方

　食事 BGは，主食，副菜，主菜，牛乳・乳製品（牛乳），果物。ひもの料理区分があるが，
「栄養バランスが良いものの割合」を求めるために主食，副菜，主菜のみを用いた。
　今回は， ₄日間調査であることから「栄養バランスが良いものの割合」は， ₁日分毎に朝
食，昼食，夕食のうち ₂回以上主食，副菜，主菜が各₁SV以上摂取している場合を揃ってい
るものとしてカウントし，₄日間揃っている場合を₁₀₀％，₃日間揃っている場合を₇₅％，₂
日間揃っている場合を₅₀％， ₁日間揃っている場合を₂₅％，全ての日で揃っていない場合を
₀％とした。
　また，同じ考え方で朝食，昼食，夕食において，主食，副菜，主菜が揃っているものの割
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合を求めた。
　更に， ₄日間で ₁日分毎に朝食，昼食，夕食のうち ₂回以上主食，副菜，主菜が各₁SV以
上摂取している者の割合（₁₀₀％，₇₅％，₅₀％，₂₅％，₀％）と主食の過不足率，副菜の過不
足率，主菜の過不足率の相関関係についての検討を行った。

4）　食育調査と本調査結果との整合性を持たせるための再定義の方法

　食育調査における選択肢の区分を ₁週間での達成割合で見ると，「殆ど毎日」（₇～ ₆日）が
₁₀₀～₈₅.₇％，「 ₅～ ₄日」が₇₁.₄～₅₇.₁％，「 ₃～ ₂日」が₄₂.₉～₂₈.₆％，「殆ど ₀」（₁～ ₀
日）が₁₄.₃～ ₀ ％の達成率で ₄区分されている。この考え方と整合性を持たせるため，得ら
れた ₄日分の食事から「栄養バランスが良いものの割合」についての目標の達成割合を， ₄
日間共に達成（₁₀₀％）を「殆ど毎日」， ₃ 日間達成（₇₅％）を「 ₅ ～ ₄ 日」， ₂ 日間達成
（₅₀％）を「 ₃～ ₂日」， ₁～ ₀日達成（₂₅～ ₀ ％）を「殆ど ₀」の ₄区分に当てはめた。以
上の処理を行った後に， ₄区分別に性と達成の有無別に χ₂ 検定を実施した。
　なお，揃っていない食事区分を知るための参考として，朝昼夕別に「殆ど毎日」「 ₅～ ₄
日」「 ₃～ ₂日」「殆ど ₀」の ₄区分別に性と達成の有無別に χ₂ 検定を実施した。

5）　解析ソフト等

　統計解析には，Statsoft社の STATISTICA₀.₃Jを用いた。

6）　倫理的配慮

　本研究の実施にあたっては，平成₂₉年度は「広島修道大学健康科学部健康栄養学科人を対
象とする医学系研究倫理審査」栄倫審₁₇₀₀₃号（平成₂₉年 ₇月 ₅日承認）により，平成₃₀年度
は「広島修道大学における人を対象とする研究倫理審査専門員会」第₂₀₁₈-₀₀₀₁号により承認
を受けた後に実施された。

7）　研究費および利益相反

　全ての経費は，₂₀₁₇年度及び₂₀₁₈年度の広島修道大学の個人研究費を受けて実施されたも
のであり，利益相反関係にある企業等はない。

3.　結　　　　　果

1）　基本統計量

　A大学 ₁～ ₄年生の被調査者の内訳は，表 ₁の通りである。
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表 1　年度別・性別被調査者数
₂₀₁₇ ₂₀₁₈

計
男子 女子 男子 女子

実人数 ₁₁₃  ₇₈ ₁₇₀  ₅₄  ₄₁₅
延調査日数 ₄₅₂ ₃₁₂ ₆₇₉ ₂₁₆ ₁₆₅₉

表2-2　性別，主食・副菜・主菜が 2回以上そろっている日が 4～ 5
日の者の割合

男子 女子 計

有  ₄₇（₁₆.₆）  ₂₃（₁₇.₄）  ₇₀（₁₆.₉）
無 ₂₃₆（₈₃.₄） ₁₀₉（₈₂.₆） ₃₄₅（₈₃.₁）

合計 ₂₈₃ ₁₃₂ ₄₁₅

注 ₁：数値は実人数，括弧内は列に対する比率
注 ₂：数値は，主食・副菜・主菜が ₂ 回以上そろっている日が ₃

回／ ₄日を「有」とした
注 ₃：カイ二乗検定
注 ₄：ピアソンのカイ二乗値＝0.0428　p＝0.8361

表2-1　性別，主食・副菜・主菜が 2回以上そろっている日が殆ど毎
日の者の割合

男子 女子 計

有  ₂₅（ ₈.₈）   ₈（ ₆.₁）  ₃₃（ ₈.₀）
無 ₂₅₈（₉₁.₂） ₁₂₄（₉₃.₉） ₃₈₂（₉₂.₀）

合計 ₂₈₃ ₁₃₂ ₄₁₅

注 ₁：数値は実人数，括弧内は列に対する比率
注 ₂：数値は，主食・副菜・主菜が ₂ 回以上そろっている日が ₄

回／₄日を「有」とした
注 ₃：カイ二乗検定
注 ₄：ピアソンのカイ二乗値＝0.9459　p＝0.3308

表2-3 性別，主食・副菜・主菜が 2回以上そろっている日が 3～ 2
日の者の割合

男子 女子 計

有  ₉₀（₃₁.₈）  ₄₃（₃₂.₆） ₁₃₃（₃₂.₀）
無 ₁₉₃（₆₈.₂）  ₈₉（₆₇.₄₆） ₂₈₂（₆₈.₀）

合計 ₂₈₃ ₁₃₂ ₄₁₅

注 ₁：数値は実人数，括弧内は列に対する比率
注 ₂：数値は，主食・副菜・主菜が ₂ 回以上そろっている日が ₂

回／ ₄日を「有」とした
注 ₃：カイ二乗検定
注 ₄：ピアソンのカイ二乗値＝0.0247　p＝0.8750
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2）　栄養バランスが良いものの割合

　 ₄ 区分別に性と達成の有無別に χ₂ 検定を ₁日分で実施した結果を表₂-₁から表₂-₄に示した。
また，朝昼夕の区分別の結果を表₃-₁から表₃-₃に示した。

表3-1　性別，主食・副菜・主菜がそろっている者の割合（朝食）
男子 女子 計

殆ど毎日   ₅（ ₁.₈）   ₄（ ₃.₃）   ₉（ ₂.₂）
₄ ～ ₅ 日   ₄（ ₁.₄）   ₂（ ₁.₅₀）   ₆（ ₁.₄）
₃ ～ ₂ 日   ₅（ ₁.₈）   ₈（ ₆.₁）   ₁₃（ ₃.₁）
殆ど ₀ ₂₆₉（₉₅.₁） ₁₁₈（₈₉.₄） ₃₈₇（₉₃.₃）

合計 ₂₈₃ ₁₃₂ ₄₁₅

注 ₁：数値は実人数，括弧内は列に対する比率
注 ₂：カイ二乗検定
注 ₃：ピアソンのカイ二乗値＝6.2761　p＝0.0989
注 ₄：表側は ₁ 週間における主食・副菜・主菜が ₂ 回以上そろっ

ている者を，殆ど毎日は100％，₄～ ₅日は75％，₃～ ₂日
は50％，殆ど ₀は25～ ₀ ％と置き換えた

表3-2　性別，主食・副菜・主菜がそろっている者の割合（昼食）
男子 女子 計

殆ど毎日  ₃₄（₁₂.₀）  ₉（ ₆.₈）  ₄₃（₁₀.₄）
₄ ～ ₅ 日  ₂₈（ ₉.₉）  ₂₃（₁₇.₄）  ₅₁（₁₂.₃）
₃ ～ ₂ 日  ₅₃（₁₈.₇）  ₃₁（₂₃.₅）  ₈₄（₂₀.₂）
殆ど ₀ ₁₆₈（₅₉.₄）  ₆₉（₅₂.₃） ₂₃₇（₅₇.₁）

合計 ₂₈₃ ₁₃₂ ₄₁₅

注 ₁：数値は実人数，括弧内は列に対する比率
注 ₂：カイ二乗検定
注 ₃：ピアソンのカイ二乗値＝8.2978　p＝0.0402
注 ₄：表側は ₁ 週間における主食・副菜・主菜が ₂ 回以上そろっ

ている者を，殆ど毎日は100％，₄～ ₅日は75％，₃～ ₂日
は50％，殆ど ₀は25～ ₀ ％と置き換えた

表2-4 性別，主食・副菜・主菜が 2回以上そろっている日が殆ど 0
の者の割合

男子 女子 計

有 ₁₅₅（₅₄.₈）  ₇₁（₅₃.₄） ₂₂₆（₅₄.₅）
無 ₁₂₈（₄₅.₂）  ₆₁（₄₆.₂） ₁₈₉（₄₅.₅）

合計 ₂₈₃ ₁₃₂ ₄₁₅

注 ₁：数値は実人数，括弧内は列に対する比率
注 ₂：数値は，主食・副菜・主菜が ₂ 回以上そろっている日が ₁

回／ ₄日を「有」とした
注 ₃：カイ二乗検定
注 ₄：ピアソンのカイ二乗値＝0.0350　p＝0.88515
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　朝食，昼食，夕食のうち ₂ 回以上主食，副菜，主菜が各₁SV以上摂取している者の割合
（₁₀₀％，₇₅％，₅₀％，₂₅％， ₀％）と主食の過不足率，副菜の過不足率，主菜の過不足率の
相関分析を行った結果を表 ₄に示した。また，散布図を図 ₁～図 ₃に示した。

表3-3　性別，主食・副菜・主菜がそろっている者の割合（夕食）
男子 女子 計

殆ど毎日  ₈₈（₃₁.₀）  ₃₀（₂₂.₇） ₁₁₈（₂₈.₄）
₄ ～ ₅ 日  ₆₃（₂₂.₃）  ₂₆（₁₉.₇）  ₈₉（₂₁.₄）
₃ ～ ₂ 日  ₄₂（₁₄.₈）  ₂₇（₂₀.₅）  ₆₉（₁₆.₆）
殆ど ₀  ₉₀（₃₁.₈）  ₄₉（₃₇.₁） ₁₃₉（₃₃.₅）

合計 ₂₈₃ ₁₃₂ ₄₁₅

注 ₁：数値は実人数，括弧内は列に対する比率
注 ₂：カイ二乗検定
注 ₃：ピアソンのカイ二乗値＝4.9593　p＝0.1748
注 ₄：表側は ₁ 週間における主食・副菜・主菜が ₂ 回以上そろっ

ている者を，殆ど毎日は100％，₄～ ₅日は75％，₃～ ₂日
は50％，殆ど ₀は25～ ₀ ％と置き換えた

表 4　主食・副菜・主菜が 2回以上揃っている者の割合と主食・副菜・主菜の過不足率の相関関係（男女）

平均 SD r（X,Y） r₂ t値 p値 定数
従属：Y

傾き
従属：Y

主食副菜主菜が ₂ 回
以上揃っている ₂₇.₈％ ₃₂.₃％

主食過不足率 76.5％ 40.3％ 0.2223 0.0494  4.6329 0.0000 0.6879 0.2773
副菜過不足率 37.2％ 25.7％ 0.6266 0.3926 16.3382 0.0000 0.2331 0.4992
主菜過不足率 79.4％ 44.2％ 0.6140 0.3770 15.8074 0.0000 0.5602 0.8391

注 ₁：男女延415人分
注 ₂：rはピアソンの積率相関係数，太字は ₅％未満で有意

主食過不足率 = 0.68790 + 0.27725 * 主食副菜主菜が2回以上揃っている率

相関: r =  0.22227　　p=0.0000
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図 1　主食副菜主菜が 2回以上揃っている率 vs. 主食過不足率
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3）　食育調査結果

　₂₀～₂₉歳の₂₀₀₉年～₂₀₁₇年までの「食育調査」の結果を全体，男子，女子に分けて表示し
たものを表 ₅として示した。なお，₂₀₁₃年分の調査項目に含まれていない。
　また，食育調査 ₈年分の男女平均値と本調査結果の男女平均値を表 ₆として示した。

4.　考　　　　　察

　大学生における「食事バランスガイド」に基づいた SV算定の妥当性の検討₅）（以下，検討
資料）において，自己算定は第三者算定では，自己算定の方が過小に評価されている。その
比率は，主食は₈₀％，副菜，主菜は₆₅％と報告されている。ただ我々の調査では，①事前の
教育時間が₉₀分授業で ₂回行っていることや授業のレポートとして提出といった調査方法に

副菜過不足率 = 0.23313 + 0.49916 * 主食副菜主菜が2回以上揃っている率

相関: r =  0.62657　p=0.0000
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図 2　主食副菜主菜が 2回以上揃っている vs. 副菜過不足率

主菜過不足率 = 0.56021 + 0.83909 * 主食副菜主菜が2回以上揃っている率

相関: r =  0.61397　　p=0.0000
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図 3　主食副菜主菜が 2回以上揃っている vs. 主菜過不足率
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大きな差が見られる。②検討資料は ₁日調査であるのに対して，本研究は ₄日分調査というこ
とで，解析スキルが高くなっていると考えられる。③食事毎に簡易な食事メモの提出を求めて
いる。食事バランスガイド自体が料理ベースの指導媒体であることから，₂₀₁₀年版においては
料理ベースの調査を「料理単位であってもある程度，利用可能な情報が得られると考えられ
る」と記されている。以上のことから，本調査結果もある程度は信頼できるものと考えた。
　表 ₆の通り，習慣摂取量の分布推定 version ₁.₂ ₆）を用いた ₄日間の平均摂取 SV数と習慣
的摂取量 SV数が近似していることから， ₄日間の食事調査は習慣的摂取量を反映している
と考えられる。

表 5　主食・副菜・主菜が 2回以上そろっている者の割合（20～29歳）

性
別

調査年→
₂₀₁₇ ₂₀₁₆ ₂₀₁₄ ₂₀₁₃ ₂₀₁₂ ₂₀₁₁ ₂₀₁₀ ₂₀₀₉ 平均

達成率（％）↓n数

全
体

n数（人）→n数 ₁₃₇ ₁₈₅ ₁₃₄ ₁₄₀ ₁₇₀ ₁₄₇ ₁₈₃ ₂₃₂ ₁₆₆

殆ど毎日 ₃₇.₂ ₃₀.₁ ₃₉.₆ ₃₉.₃ ₄₀.₆ ₄₄.₂ ₄₇.₅ ₄₃.₁ ₄₀.₂
₄ ～ ₅ 日 ₂₅.₆ ₂₉.₉ ₂₃.₉ ₂₁.₄ ₃₀.₀ ₂₆.₅ ₂₄.₁ ₂₇.₁ ₂₆.₁
₃ ～ ₂ 日 ₂₁.₂ ₂₄.₄ ₂₆.₁ ₂₂.₂ ₂₀.₆ ₁₉.₇ ₂₂.₄ ₁₈.₅ ₂₁.₉
殆ど ₀ ₁₆.₁ ₁₅.₆ ₁₀.₅ ₁₆.₅  ₈.₈  ₉.₅  ₆.₀ ₁₁.₂ ₁₁.₈

男
子

n数（人）→n数  ₅₈  ₆₃  ₅₇  ₇₂  ₇₀  ₆₅  ₇₅ ₁₀₅  ₇₁

殆ど毎日 ₃₄.₅ ₃₁.₇ ₄₀.₄ ₃₁.₉ ₂₅.₇ ₄₃.₁ ₄₆.₇ ₄₀.₀ ₃₆.₈
₄ ～ ₅ 日 ₂₇.₆ ₄₂.₉ ₂₄.₆ ₂₀.₈ ₄₁.₄ ₂₀.₀ ₂₀.₀ ₂₅.₇ ₂₇.₉
₃ ～ ₂ 日 ₂₂.₄ ₁₂.₇ ₂₆.₃ ₂₉.₂ ₂₄.₃ ₂₄.₆ ₂₅.₃ ₂₁.₀ ₂₃.₂
殆ど ₀ ₁₅.₅ ₁₂.₇  ₈.₈ ₁₆.₇  ₈.₆ ₁₂.₃  ₈.₀ ₁₃.₃ ₁₂.₀

女
子

n数（人）→n数  ₇₉ ₁₂₂  ₇₇  ₆₈ ₁₀₀  ₈₂ ₁₀₈ ₁₂₇  ₉₅

殆ど毎日 ₃₉.₂ ₂₉.₃ ₃₉.₀ ₄₇.₁ ₅₁.₀ ₄₅.₁ ₄₈.₁ ₄₅.₇ ₄₃.₁
₄ ～ ₅ 日 ₂₄.₁ ₂₃.₂ ₂₃.₄ ₂₂.₁ ₂₂.₀ ₃₁.₇ ₂₆.₉ ₂₈.₃ ₂₅.₂
₃ ～ ₂ 日 ₂₀.₃ ₃₀.₅ ₂₆.₀ ₁₄.₇ ₁₈.₀ ₁₅.₉ ₂₀.₄ ₁₆.₅ ₂₀.₃
殆ど ₀ ₁₆.₅ ₁₇.₁ ₁₁.₇ ₁₆.₂  ₉.₀  ₇.₃  ₄.₆  ₉.₄ ₁₁.₅

注：出典：「食育の現状と意識に関する調査（内閣府等調査）」調査主体は2014年までが内閣府。2015年以
降は農林水産省。

表 6　主食・副菜・主菜が 2回以上そろっ
ている者の割合（％）の比較

食育調査 本調査

n数（人） ₁,₃₂₈ ₄₁₅

殆ど毎日 ₄₀.₂  ₈.₀
₄ ～ ₅ 日 ₂₆.₁ ₁₆.₉
₃ ～ ₂ 日 ₂₁.₉ ₃₂.₀
殆ど ₀ ₁₁.₈ ₄₅.₅
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青年男女における 1日 2回以上主食，主菜，副菜がそろっているものの割合と調査法の差異の検討

　栄養バランスが良いものの割合における性差の検討では，殆ど毎日，₄～ ₅日，₃～ ₂日，
殆ど ₀まで性差が認められなかったことから，表₂-₁から表₂-₄までの合計と食育調査結果（表
₄）の全体を比べることが妥当と考えた。ただ比較にあたっては，本調査は大学生限定である
ことに対して食育調査結果は₂₀～₂₉歳と範囲が広い集団をカバーしていることに留意する必
要がある。その上で，比較のために作成した表 ₆では，食育調査では殆ど毎日から殆ど ₀に
向かって₄₀％，₂₆％，₂₂％，₁₂％と単調減少しているのに対して，本調査では ₈％，₁₇％，
₃₂％，₄₆％と単調増加しており，値の逆転が見られた。国が健康日本₂₁（第二次）において
「栄養バランスが良いものの割合」という目標のベースライン値としている食育調査₄₀％対本
調査 ₈％と ₅倍の開きがある。殆ど毎日と ₅～ ₄日を加えても，₆₆％対₂₅％と₂.₆倍の開きが
ある。食育調査は₂₀～₂₉歳，本調査は大学生限定という差も考えられるが，アンケートで問
題となる「大人の付き合い」現象が起っているのでは無いかと考えた。
　健康日本₂₁（第 ₂次）では，別表 ₅「栄養・食生活，身体活動・運動，休養，飲酒，喫煙
及び歯・口腔衛生の健康に関する生活習慣及び社会環境の改善に関する目標」において②適
切な量と質の食事をとる者の増加 ア 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が ₁日 ₂ 回以上
の日がほぼ毎日の者の割合の増加という目標を掲げており，₂₀₁₁年のベースライン値₆₈.₁％
で₂₀₂₂年の最終目標は₈₀％となっている。₂₀₁₁年の全体平均が₆₈.₁％に対し，₂₀～₂₉歳は
₄₄.₂％と低い。
　類似研究としては，学会発表ではあるが，₂₀₁₃年に武見らの「壮中年期における主食・主
菜・副菜を組み合わせた食事の回数と食物摂取状況との関連₇）」や₂₀₁₄年黒木ら「主食・主
菜・副菜を組み合わせによる検討（第 ₁報）―組み合わせた食事の回数と食物摂取状況との関
連―

₈）」二川らの「主食・主菜・副菜を組み合わせによる検討（第 ₂報）―主食・主菜・副菜
を組み合わせた食事の増加に向けて―

₉）」がある。武見らの発表は壮年期ではあるが，男性
で ₂ 回以上₃₀.₄％， ₁ 回以上₅₃.₆％， ₁ 回未満₁₆.₀％，女性で ₂ 回以上₃₃.₆％， ₁ 回以上
₄₅.₈％， ₁ 回未満₂₀.₆％と報告している。黒木・二川らは ₂ 回以上のみであるが，全体で
₃₂.₈％，男性で₂₉.₈％，女性で₂₉.₈％と報告している。武見らは埼玉県，黒木・二川らは宮
崎県の県民栄養調査結果を食事 BGの概念を用いて再解析したものであり，我々の調査と類
似しているといえる。 ₂つの調査で共に全国の現状値₆₈.₁％からは ₂倍程度の開きがあるこ
と，₂₀～₂₉歳は食育調査結果においても全体の₆₆％程度であることから ₂つの調査の₃₀％の
₂/₃として₂₀％程度と考えられる。ただ，我々の調査は₁₀％程度であったことから，大学生は
₂₀～₂₉歳の₅₀％程度では無いかと考えた。
　本研究により，大学生と限定された集団ではあるが，栄養バランスが良いものの割合に関
する健康日本₂₁第二次のベースラインと現状との乖離が見られることが確認できた。現状値
の₆₈％が₈₀％の改善すれば，栄養バランスが良いものの割合が増えると考えられる。また，
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アンケートは経費的には安価に実施出来るという利点も無視できない。国レベルでの取り組
みとなるが，アンケート方式で得られたデータの信頼性を担保するために，武見らや黒木・
二川らが行った，県民健康栄養調査から食事 BGに読み替えた結果をゴールドスタンダード
とし，同時にアンケートを実施し，乖離の原因を探ると共に，アンケート結果から真の値を
推計するための回帰式の作成が必要と考えた。

5.　今後の改善策

　本研究の結果，大学生における「栄養バランスが良いものの割合」が非常に低いことが分
かった。今後の改善策としては，表₃-₁から表₃-₃に示した通り，殆ど毎日の者の割合は，朝
食が₂.₂％，昼食が₁₀.₄％，夕食が₅₈.₄％と朝食の栄養バランスが良いものの割合が最も低
い。このことから優先的に取り組むのは朝食の改善である。一方で，殆ど毎日と ₄～ ₅日を
合わせると，朝食₃.₆％，昼食₂₂.₇％，夕食₄₉.₈％となることから朝食の改善効果が低いこと
も考えられる。
　本学のように ₆千人規模の大学における朝食の改善は，ITを使うとしても栄養教育媒体を
用いた指導にならざるをえない。食環境整備の観点からは，大学に設置された学生食堂といっ
た食環境を使ったアプローチも考えられることから，昼食から取り組むという選択肢もある。
　ただ，現時点では学生の昼食の摂取形態（学生食堂利用，弁当持参，コンビニ弁当の利用）
が不明であることから，昼食の摂取形態調査を実施し，実現可能かつ有効な食介入を考えて
いきたい。
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Abstract

Examination of the difference between two survey methods on the  
proportion of staple foods, main dishes, and side dishes  
consumed more than twice a day in young individuals

Aya Araki, Kohei Miura, Seiji Sakemoto, Masako Tsuji,  

Shouko Tanamachi, Chiaki Kose, Humiko Okazaki and Kazue Kuno

OBJECTIVE: To estimate the accurate percentage of individuals who consume a balanced 

diet with staple foods, main dishes, and side dishes more than twice a day using two methods: 

a questionnaire survey and food intake survey.

METHODS: We conducted a customary food intake survey for students whose majors 

were not nutrition at a certain university using a Japanese Food Guide Spinning Top.　The 

proportion of students who achieved the targets ＂eat a balanced diet with staple foods, main 

dishes, and side dishes more than twice a day＂ was calculated; this was then compared with the 

results of the survey on ＂the current state of food education and consciousness,＂ which was 

conducted by the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (the eating education survey).

RESULTS: Because no significant gender difference was observed, we examined both male 

and female students.　In the dietary education survey conducted among those who were ₂₀–₂₉ 
years old, the proportions of students who ate ＂every day,＂ ＂almost every day,＂ ＂four or five days 

a week,＂ ＂a few days a week,＂ and ＂almost never＂ were ₄₀%, ₂₆%, ₂₂%, and ₁₂%, respectively, but 

in this survey, the proportions were ₈%, ₁₇%, ₃₂%, and ₄₆%, respectively.　The combined pro-

portion of those who ate ＂almost every day＂ and ＂four or five days a week＂ were ₆₆% and ₂₅% 

in the dietary education survey and in this survey, respectively, and the ratio was ₂.₆.　Despite 

considering the difference between the two surveys regarding the age of the participants 

(namely, the eating education survey participants were ₂₀–₂₉ years old, and this survey＇s par-

ticipants were ₁₈–₂₂-year-old university students), the values were not thought of almost same.

CONCLUSIONS: The target of ＂increasing the percentage of individuals who eat a bal-

anced diet with staple foods, main dishes, and side dishes more than twice a day＂ in the Health 

Japan ₂₁ (second term) is ₈₀% by ₂₀₂₂ from ₆₈.₁% in ₂₀₁₁.　Another food intake survey might 

be needed to evaluate accurate values.
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